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研究成果の概要（和文）： 

  人工股関節全置換術後の患者に対して、歩行エクササイズの異なる教示が、歩行時の下肢・

骨盤の動きに与える影響を分析した。その結果、歩行時のプッシュオフを減少させる教示によ

り、エクササイズ時の股関節パワー発揮が増大した。これは骨盤の前傾角度の増加を伴ってお

らず、脊柱に病変を有する患者においても利用可能と思われる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study investigated effects of instructions regarding ankle pushoff during walking 
exercise for the patients with total hip arthroplasty. Walking exercise with decreased ankle 
pushoff had effect of increased hip power production during walking after exercise. 
Anterior tilt of the pelvis was not increased by the exercise; therefore, the walking exercise 
can be used for the patients with spinal pathology.  
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１．研究開始当初の背景 
 

変形性股関節症患者などの股関節疾患患

者では、下肢運動時や歩行時に、股関節の疼

痛を回避し、また股関節の可動域制限および

筋機能低下を代償するために、脊柱の弯曲を

強め過剰なストレスが生じていることが多

い（金村徳相, 他: 2004 他）。そのような動作

の繰り返しにより、股関節疾患患者では脊柱

自体の安定性にも障害を来している可能性

が高いと推察され、このような股関節と脊柱

との関連による病態は Hip-Spine Syndrome と

も称されている（Offierski CM, et al: 1983 他）。

すなわち、股関節疾患患者では、本来有して

いる脊柱の安定化メカニズムを犠牲にして

も新たな代償的運動戦略を構築して、日常の

動作を遂行していると考えられる。そのため、

理学療法を行うにあたって、股関節手術後な

どに股関節局所の機能が改善するだけでは、

体幹動揺をともなう歩行不安定性が改善し

ないことをよく経験する。 
また、股関節の機能障害は、膝・足関節な

どの下肢の他部位にも大きな影響を与える。

すなわち、股関節疾患患者では、膝・足関節

や脊柱の正常な動きを犠牲にしても新たな

代償的運動戦略を構築して、日常の動作を遂

行していると考えられる。したがって、術後

などに股関節疾患患者の歩行能力を改善す

るためには、従来行われてきた股関節局所の

筋機能やバイオメカニクスの研究（Hurwitz 
DE, et al: 1997, 加藤浩, 他: 2002 他）のみな

らず、体幹筋と股関節周囲筋の協調性に着目

した解析を行うことが重要であると考える。 
また近年、歩行時の下肢の協調性に着目し

た興味深い論文が発表された。Lewis ら(2008)
は、歩行時の足関節によるプッシュオフに対

する異なった教示を与えることによって、歩

行時の各関節の運動がどのように変化する

かを調べた。その結果、プッシュオフを増加

させる教示によって、股関節のモーメントや

パワーは逆に減少したと報告している。この

研究は、足部の動きを変化させることによっ

て、その影響は股関節にまでおよびその動き

を変化させる可能性があることを示唆する

ものであり、大変重要な知見である。 
そこで我々は、股関節疾患患者に対して、

足部プッシュオフに対する異なった教示を

与えることにより、股関節の動きに変化が生

じるという仮説を立てた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、下肢と体幹の協調性を分

析することによって、股関節術後患者におけ

る歩行能力改善への示唆を得ることである。 
 
３．研究の方法 
 
 対象は、変形性股関節症に対して人工股

関節置換術を施行された患者 17名とした（年

齢：60.3 ± 5.6 歳、身長：153.4 ± 4.4 cm、体

重：49.5 ± 9.5 kg）。術後の炎症やそれに起因

する機能障害を有する時期を避けるため、術

後 6 か月以上経過した患者を対象とし、10m
以上杖なしで歩行可能な者とした。対象者を

無作為に分類し、歩行時のプッシュオフを増

加させた歩行エクササイズを行う群（増加群: 
8 名）とプッシュオフを減少させた歩行エク

ササイズを行う群（減少群: 9 名）の 2 群に分

けた。測定課題は裸足での自然歩行とした。

測定に先立って、測定環境に慣れるために実

験室での自然歩行の練習を 10 試行行った。

エクササイズの前後でそれぞれ自然歩行を 3
試行測定した。歩行エクササイズは、1 名の

理学療法士が口頭での説明とともに模範動

作を示して指導し、対象者は 10 試行程度の

練習を行った。増加群に対しては、立脚中期

以降の足部でのプッシュオフを強く行うよ

うに指導し、減少群に対しては、立脚中期以

降の足部でのプッシュオフを弱めて歩行す

るように指導した。歩行エクササイズは、各

対象者の学習度合いに合わせて、かつ臨床場

面での応用を考慮して、10~15 分程度とした。

測定には、3 次元動作解析装置（VICON 社



 

 

製）および床反力計（Kistler 社製）を用いた。

Plug-in-gait モデル（VICON 社製）のマー

カーセット（左右：上前腸骨棘、下前腸骨棘、

大腿、下腿、膝、踵、外果、第 2 中足骨頭）

に準じて骨盤・下肢に反射マーカーを貼付し

た。歩行速度、ストライド長、1 歩行周期に

おける立脚期の割合の他、1 歩行周期中の術

側の股関節・膝関節・足関節の関節角度・モ

ーメント・パワーを算出した。合わせて、骨

盤の前傾角度も算出した。なお、エクササイ

ズ前後それぞれについて、3 試行の平均値を

解析に用いた。 
統計学的分析として、二元配置分散分析お

よび post hoc テストを行った。 
 

４．研究成果 

 

 プッシュオフを減少させる教示を行った

グループでは、股関節伸展角度および立脚後

期の股関節パワーが増大する傾向を示し、足

関節よりも相対的に股関節でのパワー発揮

が促される結果となった。また、プッシュオ

フを増加させる教示を与えたグループでは、

股関節屈曲角度の減少および立脚後期の股

関節モーメント・パワーの減少を認め、その

結果、歩行速度が低下した。なお、両群とも、

骨盤前傾角度の増加は認めなかった。 

 図 1及び図 2はそれぞれのグループにおけ

る股関節パワーの変化を示している。図 1で

は、エクササイズ後において特に H2（股関節

屈筋群による負のパワー発揮）の増大が認め

られる。また、図２では、エクササイズ後に

おいて、H2 および H3（股関節屈筋群による

正のパワー発揮）がともに減少していること

が確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1プッシュオフを減少させる歩行エクササ

イズを行ったグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2プッシュオフを増加させる歩行エクササ

イズを行ったグループ 

 

 本研究の結果、足部プッシュオフに対する

異なる教示が、股関節の動きに違いを生じる

ことが明らかとなった。プッシュオフを減少

させる歩行エクササイズを行うと、エクササ

イズ後に股関節の伸展方向への動きおよび

立脚後期の股関節パワー発揮が増大する傾

向を示した。しかも、その際、骨盤の前傾角

度は増大していない。このことは、脊柱への

ストレスを増大させることなく、股関節の動

きを改善できていることを示すものであり、

股関節術後患者のリハビリテーションにお

い て 重 要 な 意 味 を も つ と 思 わ れ る 。 

 一方、プッシュオフを増加させるエクササ

イズを行った場合、エクササイズ後に股関節

の角度やモーメント・パワーが減少し、その

結果歩行速度が低下する傾向を示した。一般



 

 

 

 

的に、歩行エクササイズの教示としてプッシ

ュオフを増大させるように促すことも多い

と思われるが、本研究結果によると、プッシ

ュオフの増大は股関節機能を逆に低下させ

てしまう可能性があり、注意を要する。しか

し、股関節術後患者においても、鼠径部の疼

痛などが残存するケースは認められ、そのよ

うなケースに対しては、プッシュオフを増加

させることによって股関節周囲筋への負荷

を減じることができる可能性がある。 
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